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常葉学園 県立竜ヶ崎第二
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 27 1 10 4 5 0 0 4 * (C) 22 0 11 0 2

5 0 0 0 0 0 0 0 5 * 2 0 1 0 0

6 - - - - - 0 0 6 0 0 0 0 3

7 - - - - - 0 0 7 * 24 0 10 4 2

8 * 15 1 5 2 2 0 0 8 5 0 1 3 0

9 * 20 0 10 0 3 0 0 9 3 0 1 1 4

10 - - - - - 0 0 10 * 2 0 1 0 0

11 - - - - - 0 0 11 * 9 0 3 3 2

12 * 20 0 9 2 4 0 0 12 2 0 0 2 2

13 * 14 0 7 0 4 0 0 13 0 0 0 0 0

14 2 0 1 0 0 0 0 14 0 0 0 0 0

15 2 0 1 0 2 0 0 15 0 0 0 0 1

0 0 0 1

100 2 43 8 20 0 0 69 0 28 13 17 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル
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2013年7月31日(水) 会場： ダイハツ九州アリーナ11:40

女子　３回戦

窪田　淑子

大庭　英裕

主審

副審

○ ● (茨城)(静岡)

西澤　瑛梨

選　手　氏　名

田中　愛純

稲葉　さつき

No. 31g2 日時：

選　手　氏　名

根本　葉瑠乃

造酒　綾香

合計

戦　　評

記載者 七森　浩司 （所属） 大分県バスケットボール協会

合計

宮本　彩花

高野　しずか

山口　実里

石塚　可菜

稲葉　さくら

渡辺　尚佳

新井　沙季

篠宮　杏奈

見﨑　南美

銭谷　風菜

河合　夏海

柴　美佑

平成25年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技
第66回全国高等学校バスケットボール選手権大会

コーチコーチ 小前　宏史

渡邉　美央

林　郁苗

杉山　加奈

二宮　一稀

佐々木　幸乃

山中　綾華

山口　晴加

宮田　宗典

    第1ピリオド、両チームともオールコートの厳しいDefでスタート。常葉学園は#4のアシストから#9のゴール下

で先制、2－2－１のゾーンプレスからのファーストブレイクで10点をスタートメンバー全員が得点するなど波に

乗るかに思えたが、竜ケ崎第二は#4のジャンプシュートや#7のバスケットボールカウントで追撃、#11のフリー

スローで追いつくと#7のフリースローを含む4連続得点で逆転し23－16とリードして終了。 

    第2ピリオド、常葉学園は#8のスリーポイントで追撃開始。厳しいDefからのファーストブレイクに竜ケ崎第二

はファウルがかさみフリースローを与えてしまう。それを着実に決めた常葉学園が追いつき、その後もコート

を縦横無尽に走り回り#4・#12・#13が得点を重ねる。竜ケ崎第二は#4のレイアップなどで粘りを見せるも、こ

のピリオドを8失点に抑えた常葉学園が48－31と逆転して前半終了。 

    第3ピリオド、常葉学園は#9のレイアップで先制すると#8・#4・#13・#12と全員で得点を重ねる。対する竜ケ

崎第二は#7のドライブ、バスケットボールカウント、ジャンプシュート、#4のドライブ、ジャンプシュートで一進一

退の攻防が続く。お互い持ち味を発揮したものの常葉学園が72－45とリードを広げて最終ピリオドへ。 

    第4ピリオド、竜ケ崎第二は#11のレイアップなどで追撃するも点差は縮まらない。ベンチメンバーも投入し

最後まで手を緩めることなく高校生らしいゲームを展開した両チームだったが、第2ピリオドで主導権を握った

常葉学園が100－69でベスト8に進出した。 
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